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に指数関数的に増加している。例としてPub	 Med検索〔2015.06.15	 現在〕では、fetal	 
programmingで139,660報、Fetal	 programming	 cardiovascular：13,160報、Fetal	 programming	 
diabetes ： 5235 報 ,	 Fetal	 programming 	 nutrition	 :5093 報 ,Developmental	 
programming	 :1983報、DOHaD	 :608報,	 FOAD	 :1787報,	 metabolic	 memory	 :2551報,	 thrifty	 
genotype:	 225報があった。この数は大きな研究の流れを示している。	 
現在本DOHaD研究会の会員構成は、基礎生命科学・農学（エピジェネティクス、分子栄
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養学、獣医科学）、臨床医学（内科、小児科、産婦人科、精神科、看護学）、疫学統計、
教育学、栄養学〔栄養教育、栄養教諭、学校給食〕、経済学、社会学、企業、メディア等
多方面に渡っており、学際的な研究会といえる。第二のダーウィニズムとして、疾病概念
を大きく変えるものであるとも考えられる。環境ホルモン学会（正式名：日本内分泌撹乱
化学物質学会）のような他学会の名称検討の歴史も参考にしつつ、衆知を結集してよい名
称を求めて検討したい。	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・米国内分泌学会会員，日本内分泌学功労代議員 
・日本母性衛生学会監事、日本DOHaD研究会代表幹事 
・評議員（日本骨粗鬆症財団、日本妊娠糖尿病学会、日本臨床栄養学会他） 
・認定臨床栄養学術師（日本臨床栄養学会）、産婦人科専門医 
・第6次第7次「栄養所要量」及び「妊婦のための食生活指針」策定委員等 
	 
